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会    議    録 

名 称 令和２年度 第１回 坂戸市文化財保護審議会 

開 催 日 時 
令和２年８月２１日（金） 

午後２時００分 開会・ 午後２時５６分 閉会 

開 催 場 所 坂戸市役所 ３階 ３０３・３０４会議室 

出 席 者 

の 氏 名 

青木 美智子 委員、須田 富男 委員、林 信行 委員、横手 忠 

委員、鹿ノ戸 功紀 委員、関原 勝 委員、水村 義篤 委員、

荒井 晴夫 委員、大塚 教雄 委員  ９名出席                

欠 席 者 

の 氏 名 
斉藤 修平 委員  １名欠席 

事務局職員 

の職・氏名 

坂戸市教育委員会 教育長  安齊 敏雄 

坂戸市教育委員会 教育部長 清水 満夫 

坂戸市教育委員会 次長兼社会教育課長 岡田 全弘  

社会教育課 文化財保護係 係長 水村 健太郎 

社会教育課 文化財保護係 主事 岡安 秀人 

会 議 次 第 

委嘱状交付 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 委員自己紹介 

４ 委員長・副委員長の選出について 

５ 審議事項 

６ 報告事項 

７ その他 

８ 閉会 

配 布 資 料 

１  令和２年度 第１回坂戸市文化財保護審議会 会議次第 

２ 坂戸市文化財保護審議会委員名簿 

３  審議資料１ 令和３年度坂戸市指定文化財補助金等に 

ついて 

  審議資料１－１ 事業計画書（土屋神社神木スギ） 

  審議資料１－２ 事業計画書（木造薬師如来胎内銘） 

４ 参考資料１ 指定文化財保存事業費補助金交付基準 

（坂戸市） 

  参考資料２ 文化財保存事業費補助金交付要綱（埼玉県） 

５ 報告資料１ 坂戸市指定文化財の指定について（入西石塚 

古墳（三福寺１号墳）出土遺物一式） 

  報告資料２ 坂戸市埋蔵文化財出土品展の開催変更に 
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ついて 

６ 坂戸市文化財保護条例 

坂戸市文化財保護審議会に関する規則 

７ 埼玉の文化財第６０号 

埼玉県文化財保護協会時報埼玉文化財だより第１３９号 

さわらび（入間地区社会教育広報）第５２号 

新町遺跡３区・４区・５区発掘調査報告書 

８ 県選定重要遺跡 多和目城址 範囲図 

 

議  事  の  経  過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 

司会（事務局） 

教育長 

 

司会（事務局） 

 

教育長 

 

各委員 

 

事務局 

 

 

 

進行：司会 

（座長：教育長） 

（議長：委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委嘱状交付（代表：青木委員） 

 

１ 開  会 

 

２ あいさつ 

   

３  委員自己紹介 

 

事務局自己紹介 

資料の確認 

文化財保護審議会の概要説明 

 

４  委員長・副委員長の選出について 

 ・座長を教育長が務めた。 

 ・委員より委員長の選出方法について、「指名推選」との提

案があり、全出席者が了承した。 

  ・委員より「委員長を関原委員にお願いしたい」との意見が

あり、全出席者が了承した。 

 ・座長の任が解かれ、関原委員長が議長を務めた。 

 ・委員より副委員長の選出方法について、「指名推選」との

提案があり、全出席者が了承した。 

  ・委員より「副委員長を林委員にお願いしたい」との意見が

あり、全出席者が了承した。 

 

※市民参加条例に基づく傍聴希望者は１名。入室。 
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事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

５  審議事項 

・諮問書を、安齊教育長から関原委員長へ手交した。 

（保護条例第４条第１項、及び審議会規則第３条により） 

 

（１）令和３年度坂戸市指定文化財補助金等について 

 

  薬師堂はシロアリの駆除を、補助金を得ずに実施したとの

説明があったが、何故なのか、周知が足りないのではないか。 

 

年に１回、指定文化財の保存団体に照会をかけている。ま

た、文化財保護係職員が薬師堂の現場確認に行った際に、代

表者より話があり、シロアリ駆除は緊急で対応が必要だと判

断したため、補助金を得ずに対応したと聞いている。今回、

補助金を得るための事業計画書が提出されていることから、

補助金の存在については周知できていると認識している。 

 

  令和３年度坂戸市指定文化財補助金等について、適切であ

るとして良いか。 

 

（異議なし） 

 

令和３年度坂戸市指定文化財補助金等について、適切であ

るとしたい。 

 

・答申書を、関原委員長から安齊教育長へ手交した。 

 

６  報告事項 

（１）坂戸市指定文化財の指定について（入西石塚古墳（三福

寺１号墳）出土遺物一式） 

 

入西石塚古墳の出土遺物一式が市指定文化財に指定され

たということだが、県指定にするなど、そういった展望はあ

るのか。 

 

  県からは、県指定に値するレベルのものであるとの評価は 

いただいている。県指定を視野に入れることについては、研 

究してまいりたい。 

 

（２）坂戸市埋蔵文化財出土品展の開催変更について 
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委員 

 

 

 

進行：司会 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

  

    （質疑なし） 

 

※傍聴者、退室 

 

７  その他 

（１）配布資料について 

 

  （質疑なし） 

 

（２）多和目城址で発生した崩落について 

７月下旬にあった大雨の影響で、県選定重要遺跡である多 

和目城址の河川に面する斜面が崩落した。所管である飯能県

土整備事務所により、現在は仮設的な護岸工事は済んでいる

が、予断を許さない状態である。県教育局文化資源課へは報

告済みだが、現場は危険なため、詳細な現状確認はできてい

ない。 

 

  以前も崩落したことがなかったか。 

 

  以前も大雨等の影響だったと記憶しているが、今回発生し

た場所より下流で崩落が発生した。今回の崩落では、立木や

砂利によって川がせき止められていたため、除去したうえ

で、大型の土嚢を積み上げて暫定的な処置を施している。ま

た、配布した範囲図に記されている鉄塔は JR 山手線の送電

線であり、更なる崩落による影響を危惧している。 

 

８  閉会 

 


